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テキストにおいては diedeutsr.hen Laute 0 1. einf:且cheVokale 2. Diphthonge 
3. Verschluszlaute 4. R(!ibelautc 5. Liguiclcn und N乱s"tlc6. Affrikatcnと分れて
いるのであるが，レヨ戸ドでは 2.Diphthonge以下は各昔のグループの前に普積の名
前があげられているのに1.einfachc Vokaleと讃上げられずに dicdeutschen Laute 
l 
と述ぺた後でいきなり口:JIgel viel ihr. ・と einfacheVokaleに入って行くの
は他とのつり今いがまずいようだ。しかしそれは資質的には大したことではない。
Einfa，h，、γokal巴の所では (i:J (e:J [0 :J(u:] [y:)ω:J等の筒音グループ












さてロシグヲブオソのテキスト においては凸の短開普も長閑普を〔ゆ〕及び(~ :) 
で表しているが他の開普と閉昔を区別して記している以上開普の場合は (aJをあ
てるべきである。しかしドイ ツ誇においては開管は短く ，閉菅は長いという一際の原
則があるから簡略表記では (i)(i :)， (eJ (e :J， (a) [a:コ， [oJ (0 :J， (u) (u :J， (yJ 




針。nt indi汀'erent back 




















の著 (5.42)では Oberdeuts<:hhlnclで ges<:hlossenに賛昔される傾向があると言
われるが，私はウィーンI封の指蕗者Woss氏夫人がゆっくり裂普した時，bekommen 
の b巴のe売はっきりした ge氏 hlossenのeを設するのを観察した。
勿論 Siebsの吹込んだ〔のはじeっとも (oJeも主主った菅であって，舌の高さは
中 ~'!rf~度の中舌母音で，前舌は (eJ の場合のように持上らない。








ヰ》のであることはリ γグヲアオy ・レコードの 1，2に ErichDrachが吹込んだ冠
詞の dcr[d;lr) ，叉 Vatcr，Mutter， Bruder， Schwcst巴r，Tochter， 5chne泊er等の






響で(li: bmJ， liegen [li : gnJ，更にgの秋口室長の位置が鼻昔 nに及んで[li: g9J 








またこの〔のは U11d と言って突の語や文の償くのを待つ時やや込長めに [Unt~・〕
と附加されることがあるが，レコードの!Ji面の Untcrh主ltungで E.Draιhは Ach
といってー寸弐の文会考えているが印:x~'J と[<J]を附加えている。
3 
リyグ長フオyで一番問題となるのは3呑の gcschlos.5eneseの長管， 4番の offe-
nes. eの長警の間にテキストでは呑械をつけるととなくe-e尽hlo弓';'n色、 eの短昔、とし
て elf，jetzt を例℃あげ，そして 5 呑!こ off，~nes eの短替を入れていることである。
だから Siebsはここで4種のeをあげて諾例をあげているのであるが，主主は gesch・
los.enes cの短音ーとしてあげられたものは Vi吾torの De'.ltsches.Aussprachcworter-
buchでは勿論のこと， Siebs.の DeutscheBühnen乱uS5prache においですら Off，~ncs
eで認されるものなのである。 -1豊ドイツ語のeは歴史的に見ても，地理的に見で
もなかなか複章震で，'H.Paulによれば古代においては短音に閉まJたものと，中等程
度のものと，をく聞いたものがあったと言うことであり (Dets品 GrammIti~: B1 
~ ~6) ， SJebsもそのことと現代方言においてまちまちであることを述ぺている。(前















適蛍である。 geschlosseneseの外来語中におけるまJ-f?ai主レコ F ド8の Menzerath
;o:鼓音した Lichtreklam告の reにおける e，elektirischの巴である。これに鈎・し
て10における Funkeの telepho nischの二つのeは〔匂よりである。
Siebsの吹きこんだ開管の (o)は可成基木母音の〔りに近い炭いものであるが，
賞在の方言(たとえば北ドイツ)の中には開普の eが何れもそれ程度くなく leJで
あることが多く (Je~persen : ~ 152)，リシグ?ブォシにおいてもそれは盛にみとめ
られる。そのような議昔をもっ人も rの前では〔りとなる傾向がある。たとえばレ
コード5の Drachは Personen[pSTZO: n<>n)， Herr (hErJと言っているが， その






ヘによっては Buhnend巴utsch程口を阪くあげず.(:>Jと (oJの聞の (oJ.(a]と
〔仰の問の〔担〕が開かれることが多く，またeの場合と同じく rの前のoがに:>]と
なることヵ:多い。
(yJ lYJ (中J(aJの所講 u.0 Umlautは普通前舌母音 CiJ(1) (句、仁りの図属











ても程度は著しくないが問機な傾向が認められる。その他 ¥'oss夫人. Robert 
Sdllnzinger氏.C. Fritsche博士らにおいてもその園唐化の程度が異るのを認めた。
さて日本人は geschlossenesビ，ふ I 等の習得に閤維を感じi相蛍名のうれた猫


















高IJ菅であり，後者が短いことが多い。 ドイツ語の ei(ai)，乱11，eu (品u)にあらわれ
るもの主雪の次に高IJ脅が来る最も普通な二重母音である。
〈佐川
Jespersen (-;1: " fallcnde“ode.r "eigentliche" Diphthongeと呼んでいる。 Siebs
はB白hnenausspracheにおいてこ貫母普そのものの詳しい読明は行っていないけれど
も， al， au， CUの各々について第一要素が短く，第二要素が搾だ続くあるべきょうに
規定『し，質際その要領を以てVヨードに吹fろんでいるのであるからこのテキストの長
(位認〉
管記放(;1:.取去るべきである。 VjC(orによれば Niederheinおいてはれを [ei:，si:， 
ae:Jと波音し，ベルリ y人の中には礼U を [:>:1:Jとifl苛するものもあるとのことで
あり，私自身もνコF ドの2のじnterhaltungIこまれ、て"Stchen alle Pcrsonen im 























傾向を認めたことによるのである。しかしこの副雪 e は長管の ges~hlossenes eと異
6 
り，甚だ短い上lこ弱いものであるから精筏な表記では〔のと表わされる。 geschlo~，:，
sen('s r は臼木誇のエ〔匂よりはせまく (iJ によった替であるから (a~J と言う表
記をアエと讃むのはもと工り主しくない。因みに英語のIにみられる三重母脅も簡略
表記では (ai}と表しているが舌の位置はeの程度をこナことはまずなく精密表記で
は (a~J である。 Viëtor が ai を白iJ と表した時， (aeJと磁別しようとする意闘
を持ったものではあるが，彼も剛脅 iが非成節的な iであることを意識し Elemぞnte




同様なことは auIと本見られる。質際の設者においては印oJ(九1IJ(lJo} (vuJ 
(auJ (:>oJ等主守も副警もさまざまであるが，明るいal1lPち伊コに傾く高IJ替は後舌
市が (oJ程度のもち上りに3Iffl?r"ぬことが多く ，ー私(士三浦ァ γナ氏(北ドイツ人)， 
Woss夫人(オー ストリヤ人)， C. F，itsι1('博士(ウエストサァリヤ出身)， G. Hüsd~ 
(ハー ノグアー 出身)， R. Sc.hτnzinger氏(フライプルク出身)等の諸氏にそれを認め



























(洪1)O. Jespersen: L巴hrbuchder Phonきtlk，* 212(1) 
(誌2)W. Vietor:・Elementeder Phonetik，号制.Anm. 4. 5. 
(混3)市河博士遼照祝賀論文集会科ー桝内の十日五守系氏ド、イツJ-E防考 i2買。
(註4)Jesp巴rsen自iFi局書同項
(ri5) 向上，またオランダ詰・の ij は叙i~!認では〔εIJ と雪量管されるが日本人のヰ








， Verschluszlaute: p，9， t:.d k， gで表わされている閉鎖菅lまドイツの各地方で色
々に裂音されているが Buhnendeutschでは北燭方言に則り， [pJ [tJ [kJは無維の
事存気脅， (bJ (dJ [g)は有基準(無策)脅の系列に定めて庶り， 弱い手段気の無様普を 噂
〈陸り
もつ日木認を母語とする人には習得が比較的手字易であゐ。なお Siebsは長母音の誇
末の bd g (主 Pt kと同一でなく，後者は母菅との問に paus巴があって念に強
く始まるのに，前者では母音との聞に明かな pauseがなく弱く始まると規定して




ので， jt用的には共に [pJ(0 (k)で表わされる(註2). Siebs もレコードでは
Berg， Balgを (k)の語例にあげている。純音書聖R匹見地から言うと普通 b，d，εで
表オフされる子育が Sieb~ の剛した弱い無断である方言がある。 [li2a，hldaつ=。
liegen， halden (南濁方言)(;J ~y:tf;) bu:r):=ein deutscher Bauer (スウイス Bcrn。?の
方言)スウイス方一言においては (p，t，k)は (b，d，むと聖母立している。。。
Verschl uszla utのうち特に (k)(g)は後復する母音や子宮によって翻意織が異り
8 
(ki， giJでは破口蓋の最後官官であるのに (ku，ロ1Jでl士秋口蓋(それも時J士官T成後













































Wり55は標準ドイツ認を意識しないで誇るとき durchの chを [x)で翠背すること









ずることがあり， BahnhofがE延々 そヨなる。 そして日本語においても御飯のhが
〔町となり，更に早口では脱落してプアシとなるように B乱hnhofの hofの hも有
態化から脱落するに至る三とがあり， りシグ?フォ yの11課の UnterhaI(ungにはそ
れが現れている。
Liquiden und Nasalen : Liquiden (流管)とは古典文法の術認を除製したもので
r， 1を指すが，管離島喜的には不正艇な亥-現で前者l主阪邸j音 Igerollt，Zitt '~rlaut)，後




管 (R)を以て設せられることは周知の事貨であり， テキストが(r， RJ ~並記した
趣旨は分る。しかし Siebsは専ら自己の規定通り舌先のrで吹込んでいる。 レヨ F
ドでは初めのうちは記述も曾訴も舌先のrでゆっくり設脅しているが3而から語尾の
-erが (3)と議官されることがあり， 4前からは多くなり， nur， ¥允r、，or'~~:・も自然
に [nu~J. [fi:lJ. [f:.lJJ と設省=されることが多くなり，冠詞 der も (dè~】から更に
[d~， dのと讃まれることも靖えてくる。また営然のこと乍ら懸懇撃の[ヌ〕も時にき








lのように dark1となることなく dear1であり，叉調音黙も突語より前で [t)
(d Jの閉鎖に準ずる。話linのラ行管に 1をもっ人l主無意識にドイツ需の lに近い議
官をする。






5商の Untelh且ltungの "na，das ist nicht ~，o ohne weiteres zu sagen.“の








ツ語の典型的な CpfJ(stJ [tIJを翠げたのは嘗然であるが，最後に [ks)a:-あげた
のは不蛍である。 [kJは軟口主主閉鎖菅であるからl河盛の摩擦音としては [xJがA仔n-
kλtの係件に趨うものであり，現にスウ fス方言においては/kann [kxanJ， Strecke 
[ ftrekxdJの如くこの A仔'nkatが存在している。 Siebsは A仔'rikatをその Biih-
nenausspraぐheの中で特に問題として居らず，その指示を輿えていない。ゅのをν
















言葉の主うに Silbeneinschubはドイツにもちり Jo丘chimRingelnatsは Bi・





と1讃むことが多い。 ζれに濁して関米地方の皐生には Chmaの (ci:Jと hiel'
の (hi:Jとが直別できず，共Y亡 (ci:Jと讃むものが甚だ多い。
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ich es bekommen? ~ー__.;rWenn Sie erwunschen， noch heute abend， 
12 
sonst morgen合uh.(24面)また疑問調を以て初まる文に，その内容を規定する疑問
文が償くとき，疑問をた Lみかける調子がでて尻上りとなる。 Aberwie kommen 
wir d礼h:n?Mlt der Eisenbahn? '(17面)。乙とは dahlUの hinが上る。
b)殺注文は普通それ自随意味が完結するものであるから文末の調子は下降的とな
る。そこで朗讃の場合も PunktのJYfは撃をさげて讃むのが普通である.しかしり y
グ汐ブ才 Yにおいてはテキストで Punktとなっている所でも，自撃を下げず失の Satz
に綬けてゆく場合がある。たとえば FrauHerrnstadt-Oettingenが24面で"Die 
Schneiderin und die Putzmacherin"を吹込んでいるが， その終りの方にヨえのよ
うなー漣の文章がある。い E ・ichfurchtete schon， d:礼sFraul巴m，das sie官artete，
mochte ungdnlten werden. Jetzt war sie aber an der Rcihe. Sie paszte ihren 
Rock an; der 5乱szihr ~ber bei weitem nicht so gut wie、orherauf dl巴rPro-
bierpuppe. Die Zuschneiderin streckte ihn mit ein paar Nadeln zurecht und 
brachte ihn zur Arbeiterin ins Nahzimmer. Die Sportjacke fur di巴jungeDame 







D'l ist das Meer nicht 50 5tiirmisch ~ und der Uuterschied z:wischen 
Ebbe und Flut kaum merkbar. (18面 Unterhaltung)
13 
